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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局において、
　複数の階層を具備する多入力多出力（ＭＩＭＯ）アップリンクサブフレームを加入者端
末から受信するための受信経路回路を含み、
　ここで、肯定／否定（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）情報とランク指示（ｒａｎｋ　ｉｎｆｏｒｍ
ａｔｉｏｎ：ＲＩ）情報はすべてのコードワードの伝送のために使用されたすべての階層
で多重化され、
　チャネル品質情報（ｃｈａｎｎｅｌ　ｑｕａｌｉｔｙ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ：ＣＱ
Ｉ）は１つのコードワードの伝送のために使用された階層で多重化される基地局。
【請求項２】
　第１コードワードの伝送のための第１変調及び符号化方式（ＭＣＳ）値と第２コードワ
ードの伝送のための第２ＭＣＳ値を指示するアップリンク許可を前記加入者端末に送信す
るための送信経路回路をさらに含み、
　ここで、前記ＭＩＭＯアップリンクサブフレームは前記第１コードワードの伝送のため
に使用された第１階層のサブセットと前記第２コードワードの伝送のために使用された第
２階層のサブセットを具備し、
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報と前記ＲＩ情報は前記第１階層のサブセット及び前記第２階
層のサブセットにマッピングされ、
　前記ＣＱＩは前記第１階層のサブセット、あるいは、前記第２階層のサブセットにマッ
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ピングされる請求項１に記載の基地局。
【請求項３】
　前記第１ＭＣＳ値が前記第２ＭＣＳ値と互いに異なる場合、前記ＣＱＩはより大きいＭ
ＣＳ値を有する前記階層のサブセットにマッピングされる請求項２に記載の基地局。
【請求項４】
　前記第１ＭＣＳ値が前記第２ＭＣＳ値と同じ場合、前記ＣＱＩは前記第１コードワード
の伝送のために使用された前記第１階層のサブセットにマッピングされる請求項２に記載
の基地局。
【請求項５】
　前記第１コードワードの伝送のために使用された前記第１階層のサブセットは階層０を
含んで構成される請求項４に記載の基地局。
【請求項６】
　前記第１コードワードの伝送のために使用された前記第１階層のサブセットは階層０及
び１を含んで構成される請求項４に記載の基地局。
【請求項７】
　基地局を動作させるための方法において、
　複数の階層を具備する多入力多出力（ＭＩＭＯ）アップリンクサブフレームを加入者端
末から受信するための過程を含み、
　ここで、肯定／否定（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）情報とランク指示（ＲＩ）情報はすべてのコ
ードワードの伝送のために使用されたすべての階層で多重化され、
　チャネル品質情報（ＣＱＩ）は１つのコードワードの伝送のために使用された階層で多
重化される方法。
【請求項８】
　第１コードワードの伝送のための第１変調及び符号化方式（ＭＣＳ）値と第２コードワ
ードの伝送のための第２ＭＣＳ値を指示するアップリンク許可を前記加入者端末に送信す
る過程をさらに含み、
　ここで、前記ＭＩＭＯアップリンクサブフレームは前記第１コードワードの伝送のため
に使用された第１階層のサブセットと前記第２コードワードの伝送のために使用された第
２階層のサブセットを具備し、
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報と前記ＲＩ情報は前記第１階層のサブセット及び前記第２階
層のサブセットにマッピングされ、
　前記ＣＱＩは前記第１階層のサブセット、あるいは、前記第２階層のサブセットにマッ
ピングされる請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　請求項１乃至６のうち一項に記載の前記基地局を動作させる請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　加入者端末において、
　複数の階層を具備する多入力多出力アップリンクサブフレームを生成し、
　肯定／否定情報（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）情報とランク指示（ＲＩ）情報をすべてのコード
ワードの伝送のために使用されたすべての階層で多重化し、
　チャネル品質情報（ＣＱＩ）を１つのコードワードの伝送のために使用された階層で多
重化し、
　前記ＭＩＭＯアップリンクサブフレームを基地局に送信するための送信経路回路を含む
加入者端末。
【請求項１１】
　第１コードワードの伝送のための第１変調及び符号化方式（ＭＣＳ）値と第２コードワ
ードの伝送のための第２ＭＣＳ値を指示するアップリンク許可を前記基地局から受信する
ための受信経路回路をさらに含み、
　ここで、前記ＭＩＭＯアップリンクサブフレームは前記第１コードワードの伝送のため
に使用された第１階層のサブセットと前記第２コードワードの伝送のために使用された第
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２階層のサブセットを具備し、
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報と前記ＲＩ情報は前記第１階層のサブセット及び前記第２階
層のサブセットにマッピングされ、
　前記ＣＱＩは前記第１階層のサブセット、あるいは、前記第２階層のサブセットにマッ
ピングされる請求項１０に記載の加入者端末。
【請求項１２】
　前記第１ＭＣＳ値が前記第２ＭＣＳ値と互いに異なる場合、前記受信経路回路は前記Ｃ
ＱＩをより大きいＭＣＳ値を有する前記階層のサブセットにマッピングする請求項１１に
記載の加入者端末。
【請求項１３】
　前記第１ＭＣＳ値が前記第２ＭＣＳ値と同じ場合、前記受信経路回路は前記ＣＱＩを前
記第１コードワードの伝送のために使用された前記１階層のサブセットにマッピングする
請求項１１に記載の加入者端末。
【請求項１４】
　前記第１コードワードの伝送のために使用された前記第１階層のサブセットは階層０を
含んで構成される請求項１３に記載の加入者端末。
【請求項１５】
　前記第１コードワードの伝送のために使用された前記第１階層のサブセットは階層０及
び１を含んで構成される請求項１３に記載の加入者端末。
【請求項１６】
　加入者端末を動作させるための方法において、
　複数の階層を具備する多入力多出力アップリンクサブフレームを生成する過程；
　肯定／否定（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）情報とランク指示（ＲＩ）情報をすべてのコードワー
ドの伝送のために使用されたすべての階層で多重化する過程；
　チャネル品質情報（ＣＱＩ）を１つのコードワードの伝送のために使用された階層で多
重化する過程；及び
　前記ＭＩＭＯアップリンクサブフレームを基地局に送信する過程を含む方法。
【請求項１７】
　第１コードワードの伝送のための第１変調及び符号化方式（ＭＣＳ）値と第２コードワ
ードの伝送のための第２ＭＣＳ値を指示するアップリンク許可を前記基地局から受信する
過程をさらに含み、
　ここで、前記ＭＩＭＯアップリンクサブフレームは前記第１コードワードの伝送のため
に使用された第１階層のサブセットと前記第２コードワードの伝送のために使用された第
２階層のサブセットを具備し、
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報と前記ＲＩ情報は前記第１階層のサブセット及び前記第２階
層のサブセットにマッピングされ、
　前記ＣＱＩは前記第１階層のサブセット、あるいは、前記第２階層のサブセットにマッ
ピングされる請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　請求項１０乃至１５のうち一項に記載の前記加入者端末を動作させる請求項１７に記載
の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、無線通信に関し、さらに具体的には、１つ又はそれ以上の活性化さ
れた伝送ブロックを指示するための方法及びシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　第３世代パートナーシッププロジェクトロングタームエボリューション（３ｒｄ　Ｇｅ
ｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅ
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ｖｏｌｕｔｉｏｎ：３ＧＰＰ　ＬＴＥ）で、直交周波数分割多重（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ
　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ：ＯＦＤＭ）はダ
ウンリンク（ｄｏｗｎｌｉｎｋ：ＤＬ）伝送方式として採用された。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　したがって、本発明の実施形態は、アップリンク制御情報をマッピングするための方法
及びシステムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　基地局が提供される。基地局は第１コードワードの伝送のための第１変調及び符号化方
式（ＭＣＳ）値と第２コードワードの伝送のための第２ＭＣＳ値を指示するアップリンク
許可を加入者端末に送信するための送信経路回路を含む。また、前記基地局は前記第１コ
ードワードの伝送のために使用された第１階層のサブセットと前記第２コードワードの伝
送のために使用された第２階層のサブセットを具備する多入力多出力（ＭＩＭＯ）アップ
リンクサブフレームを前記加入者端末から受信するための受信経路回路を含む。肯定／否
定（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）情報とランク指示（ＲＩ）情報は前記第１階層のサブセット及び
前記第２階層のサブセットにマッピングされ、チャネル品質情報（ＣＱＩ）は前記第１階
層のサブセット又は前記第２階層のサブセットのみにマッピングされる。
【０００５】
　基地局を動作させるための方法が提供される。前記方法は第１コードワードの伝送のた
めの第１変調及び符号化方式値と第２コードワードの伝送のための第２ＭＣＳ値を指示す
るアップリンク許可を加入者端末に送信する過程を含む。また、前記方法は前記第１コー
ドワードの伝送のために使用された第１階層のサブセットと前記第２コードワードの伝送
のために使用された第２階層のサブセットを具備する多入力多出力アップリンクサブフレ
ームを前記加入者端末から受信する過程を含む。肯定／否定情報とランク指示情報は前記
第１階層のサブセット及び前記第２階層のサブセットにマッピングされ、チャネル品質情
報は前記第１階層のサブセット又は前記第２階層のサブセットのみにマッピングされる。
【０００６】
　加入者端末が提供される。前記加入者端末は第１コードワードの伝送のための第１変調
及び符号化方式値と第２コードワードの伝送のための第２ＭＣＳ値を指示するアップリン
ク許可を基地局から受信するための受信経路回路を含む。また、前記加入者端末は前記第
１コードワードの伝送のために使用された第１階層のサブセットと前記第２コードワード
の伝送のために使用された第２階層のサブセットを具備する多入力多出力アップリンクサ
ブフレームを生成する送信経路回路を含む。前記送信経路も肯定／否定情報とランク指示
情報を前記第１階層のサブセット及び前記第２階層のサブセットにマッピングし、チャネ
ル品質情報を前記第１階層のサブセット又は前記第２階層のサブセットのみにマッピング
し、前記ＭＩＭＯアップリンクサブフレームを前記基地局に送信する。
【０００７】
　加入者端末を動作させるための方法が提供される。前記方法は第１コードワードの伝送
のための第１変調及び符号化方式値と第２コードワードの伝送のための第２ＭＣＳ値を指
示するアップリンク許可を基地局から受信する過程を含む。また、前記方法は前記第１コ
ードワードの伝送のために使用された第１階層のサブセットと前記第２コードワードの伝
送のために使用された第２階層のサブセットを具備する多入力多出力アップリンクサブフ
レームを生成する過程と、肯定／否定情報とランク指示情報を前記第１階層のサブセット
及び前記第２階層のサブセットにマッピングする過程と、チャネル品質情報を前記第１階
層のサブセット又は前記第２階層のサブセットのみにマッピングする過程と、前記ＭＩＭ
Ｏアップリンクサブフレームを前記基地局に送信する過程と、を含む。
【発明の効果】
【０００８】



(5) JP 5838197 B2 2016.1.6

10

20

30

40

50

　本発明の実施形態によれば、多入力多出力方式がアップリンク通信で使われる時、デー
タと、チャネル品質情報、ランク情報、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報のような制御情報と、を同
時に送信するためのシステム及び方法を提供できる。
【０００９】
　本発明及びその効果に対するより完璧な理解のために、添付される図面を参照して下記
の説明が行われる。ここで同じ符号は同じ部分を示す。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の原理に応じてアップリンクでメッセージを送信する好ましい無線ネット
ワークを示す図である。
【図２】本発明の一実施形態による直交周波数分割多重接続（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆ
ｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ：ＯＦＤＭＡ）
送信機のハイレベルダイヤグラムである。
【図３】本発明の一実施形態によるＯＦＤＭＡ受信機のハイレベルダイヤグラムである。
【図４】本発明の実施形態による複数の移動端末と通信する基地局のダイヤグラムである
。
【図５】本発明の実施形態による空間分割多重接続（ｓｐａｔｉａｌ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ
　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ：ＳＤＭＡ）方式を示す図である。
【図６】本発明の実施形態による物理アップリンク共有チャネル（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｕ
ｐｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ：ＰＵＳＣＨ）の伝送チェーンを示す図であ
る。
【図７】本発明の実施形態によってアップリンク制御情報を２つのコードワードの複数の
階層へのマッピングする様子を示す図である。
【図８】本発明の実施形態による基地局の動作方法を示す図である。
【図９】本発明の実施形態による加入者端末の動作方法を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　下記の発明を実施するための形態について記載する前に、本特許文献全般にわたって用
いられた単語（ｗｏｒｄｓ）及び句（ｐｈｒａｓｅｓ）について定義することが効果的で
あろう。用語「含む（ｉｎｃｌｕｄｅ）」及び「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｅ）」だけでなく
それらの派生語は制限なく含む（ｉｎｃｌｕｓｉｏｎ　ｗｉｔｈｏｕｔ　ｌｉｍｉｔａｔ
ｉｏｎ）ことを意味する。用語「又は（ｏｒ）」は包括的な意味であって、「及び／又は
」を意味する。「～と関連付けられた（ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ　ｗｉｔｈ）」及び「それ
とともに関連付けられた（ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ　ｔｈｅｒｅｗｉｔｈ）」だけでなくそ
れらの派生語は「含む（ｉｎｃｌｕｄｅ）」、「何かの内に含まれる（ｂｅ　ｉｎｃｌｕ
ｄｅｄ　ｗｉｔｈｉｎ）」、「何かと互いに接続する（ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔ　ｗｉ
ｔｈ）」、「含む（ｃｏｎｔａｉｎ）」 、「何かの内部に含まれる（ｂｅ　ｃｏｎｔａ
ｉｎｅｄ　ｗｉｔｈｉｎ）」、「何かに、あるいは何かと接続される（ｃｏｎｎｅｃｔ　
ｔｏ　ｏｒ　ｗｉｔｈ）、「何かに、あるいは何かと結合される（ｃｏｕｐｌｅ　ｔｏ　
ｏｒ　ｗｉｔｈ）」、「何かと通信可能である（ｂｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｂｌｅ　ｗｉ
ｔｈ）」、「何かと協力する（ｃｏｏｐｅｒａｔｅ　ｗｉｔｈ）」、「挟まれる（ｉｎｔ
ｅｒｌｅａｖｅ）」、「～と並置する（ｊｕｘｔａｐｏｓｅ）」、「何かに隣接する（ｂ
ｅ　ｐｒｏｘｉｍａｔｅ　ｔｏ）」、「何かに、あるいは何かと縛られる（ｂｅ　ｂｏｕ
ｎｄ　ｔｏ　ｏｒ　ｗｉｔｈ）」、「持つ（ｈａｖｅ）」、「ある特性を持つ（ｈａｖｅ
　ａｐｒｏｐｅｒｔｙ　ｏｆ）、あるいはそれと類似したものを意味する場合がある。そ
して、用語「制御機（ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）」は少なくとも１つの動作を制御するある
装置（ｄｅｖｉｃｅ）、システム（ｓｙｓｔｅｍ）またはその一部（ｓｙｓｔｅｍ　ｏｒ
　ｐａｒｔ　ｔｈｅｒｅｏｆ）を意味し、そのような装置は、ハードウェア、ファームウ
ェアまたはソフトウェア（ｈａｒｄｗａｒｅ、ｆｉｒｍｗａｒｅ　ｏｒ　ｓｏｆｔｗａｒ
ｅ）に、またはそれらの少なくとも２つの組み合わせに具現され得る。ある特定の制御器
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に関連した機能は、局所的であるか、又は遠隔であるか（ｌｏｃａｌｌｙ　ｏｒ　ｒｅｍ
ｏｔｅｌｙ）によって集中化または分散化され得る（ｂｅ　ｃｅｎｔｒａｌｉｚｅｄ　ｏ
ｒ
　　ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ）。特定の単語及び句に対する定義は本明細書全般にわたっ
て提供され、当業者であれば、ほとんどの場合ではないが、多くの場合、そのような定義
がそのように定義された単語及び句に対する従来の使用だけでなく、将来にも適用される
ということを理解すべきである。
【００１２】
　本特許文書で本発明の原理を記述するために用いられる、下記の図１乃至図９と様々な
実施形態は実際の例を示すことのみを意図しており、発明の範囲を制限するものとして解
釈されてはならない。当該分野における熟練者は本発明の原理が適切に配列された無線通
信システムで具現され得るという事実を理解するはずである。
【００１３】
　以下の説明を参照する時、ＬＴＥ用語である「ｎｏｄｅ　Ｂ」、「ｅｎｈａｎｃｅｄ　
ｎｏｄｅ　Ｂ」、及び「ｅＮｏｄｅ　Ｂ」は以下で用いられた「基地局（ｂａｓｅ　ｓｔ
ａｔｉｏｎ）」に対する異なる用語であるということに留意すべきである。また、前記Ｌ
ＴＥ用語「ユーザ装置（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）」又は「ＵＥ」は、以下で用い
られた「加入者端末（ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｓｔａｔｉｏｎ）」に対する異なる用語で
ある。
【００１４】
　図１は、無線ネットワーク１００の好ましい例を示しており、前記ネットワークは本発
明の原理に応じてメッセージを送信する。図示の実施形態で、無線ネットワーク１００は
基地局（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ：ＢＳ）１０１、基地局ＢＳ１０２、基地局ＢＳ１０
３、及び他の類似した基地局（図示せず）を含む。
【００１５】
　基地局１０１はインターネット（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ）１０３又は類似のＩＰベースのネ
ットワーク（ＩＰ－ｂａｓｅｄ　ｎｅｔｗｏｒｋ）（図示せず）と通信する。
【００１６】
　基地局１０２は基地局１０２のカバレッジ領域１２０内にある複数の第１加入者端末に
インターネット１３０への無線広帯域アクセスを提供する。複数の第１加入者端末は小規
模ビジネス（ｓｍａｌｌ　ｂｕｓｉｎｅｓｓ：ＳＢ）に位置する場合がある加入者端末（
ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｓｔａｔｉｏｎ）１１１を含み、会社（ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ：
Ｅ）に位置する場合がある加入者端末１１２を含み、ワイファイ（ＷｉＦｉ）ホットスポ
ット（ｈｏｔｓｐｏｔ：ＨＳ）に位置する場合がある加入者端末１１３を含み、第１居住
地（ｒｅｓｉｄｅｎｃｅ：Ｒ）に位置する場合がある加入者端末１１４を含み、第２居住
地（ｒｅｓｉｄｅｎｃｅ：Ｒ）に位置する場合がある加入者端末１１５を含み、セルラー
フォン（ｃｅｌｌｐｈｏｎｅ）、無線ラップトップ（ｌａｐｔｏｐ）、無線ＰＤＡ又は他
の類似のものを含む移動装置（ｍｏｂｉｌｅ　ｄｅｖｉｃｅ：Ｍ）である場合もある加入
者端末１１６を含む。
【００１７】
　基地局１０３は基地局１０３のカバレッジ領域１２５内にある複数の第２加入者端末に
インターネット１３０への無線広帯域アクセスを提供する。複数の第２加入者端末は加入
者端末１１５及び加入者端末１１６を含む。好ましい実施形態で、基地局１０１～１０３
はＯＦＤＭ又はＯＦＤＭＡ技法を使用して互いに通信することもでき、加入者端末１１１
～１１６と通信することもできる。
【００１８】
　図１では６個の加入者端末のみを示しているが、無線ネットワーク１００は追加的な加
入者端末に無線広帯域アクセスを提供することもできることを理解すべきである。加入者
端末１１５及び加入者端末１１６はカバレッジ領域１２０及びカバレッジ領域１２５の境
界部分に位置する。当該分野における熟練者に周知のように、加入者端末１１５及び加入
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者端末１１６は互いに基地局１０２及び基地局１０３と通信し、ハンドオフモードで動作
するものとして言及され得る。
【００１９】
　加入者端末１１１～１１６はインターネット１３０を介して音声、データ、ビデオ、ビ
デオ会議、及び／又は他の広帯域サービスにアクセスすることもできる。好ましい実施形
態で、１つ又はそれ以上の加入者端末１１１～１１６はＷｉＦｉ　ＷＬＡＮのアクセスポ
イント（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ：ＡＰ）に関連付けられ得る。加入者端末１１６は無
線でイネーブルされるラップトップコンピュータ、個人情報端末（ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｄ
ａｔａ　ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、ノートブック、携帯装置（ｈａｎｄｈｅｌｄ　ｄｅｖｉ
ｃｅ）、又は無線でイネーブルされる他の装置を含む複数の移動端末のうち１つであるこ
ともできる。例えば、加入者端末１１４及び１１５は無線にイネーブルされる個人用コン
ピュータ（ＰＣ）、ラップトップコンピュータ、ゲートウェイ又は他の装置である場合も
ある。
【００２０】
　図２は、直交周波数分割多重接続の送信経路２００のハイレベルダイヤグラムである。
図３は、直交周波数分割多重接続の受信経路３００のハイレベルダイヤグラムである。図
示及び説明の便宜のために、図２及び図３で、ＯＦＤＭＡ送信経路２００は基地局ＢＳ１
０２で具現され、ＯＦＤＭＡ受信経路３００は加入者端末ＳＳ１１６で具現される。しか
し、ＯＦＤＭＡ受信経路３００がＢＳ１０２で具現されることもでき、ＯＦＤＭＡ送信経
路２００がＳＳ１１６でも具現されることができるということを、当該分野の熟練者は理
解するはずである。
【００２１】
　ＢＳ１０２の送信経路２００はチャネル符号化及び変調ブロック２０５、直列／並列（
ｓｅｒｉａｌ－ｔｏ－ｐａｒａｌｌｅｌ：Ｓ－ｔｏ－Ｐ）ブロック２１０、サイズＮの高
速フーリエ逆変換（Ｉｎｖｅｒｓｅ　Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ：
ＩＦＦＴ）ブロック２１５、並列／直列（ｐａｒａｌｌｅｌ－ｔｏ－ｓｅｒｉａｌ：Ｐ－
ｔｏ－Ｓ）ブロック２２０、サイクリックプレフィックス （ｃｙｃｌｉｃ　ｐｒｅｆｉ
ｘ）追加ブロック２２５、アップコンバータ（ｕｐ－ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ：ＵＣ）２３０
、基準信号マルチプレクサ（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｅ
ｒ）２９０、及び基準信号アロケータ（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ　ａｌｌｏｃ
ａｔｏｒ）２９５を含む。
【００２２】
　ＳＳ１１６の受信経路３００はダウンコンバータ（ｄｏｗｎ－ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ：Ｄ
Ｃ）２５５、サイクリックプレフィックス除去ブロック２６０、直列／並列（ｓｅｒｉａ
ｌ－ｔｏ－ｐａｒａｌｌｅｌ：Ｓ－ｔｏ－Ｐ）ブロック２６５、サイズＮの高速フーリエ
変換（Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ：ＦＦＴ）ブロック２７０、並列
／直列（ｐａｒａｌｌｅｌ－ｔｏ－ｓｅｒｉａｌ：Ｐ－ｔｏ－Ｓ）ブロック２７５、チャ
ネル復号化及び復調ブロック２８０を含む。
【００２３】
　図面２及び３で構成要素の少なくともいくつかはソフトウェアに具現されることもでき
、他の構成要素は構成可能なハードウェア（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｂｌｅ　ｈａｒｄｗａｒ
ｅ）又はソフトウェアと構成可能なハードウェアの混合によって具現されることもできる
。特に、本発明の文書で記述されるＦＦＴブロック及びＩＦＦＴブロックは構成可能なソ
フトウェアアルゴリズムとして具現されることもでき、ここでサイズＮの値は具現によっ
て変形され得る。
【００２４】
　さらに、本発明は高速フーリエ変換及び高速フーリエ逆変換を具現する実施形態に関す
るものであるが、これは実際の例を示すことのみを意図しており、本発明の範囲を制限す
るものとして解釈されてはならない。本発明の一般的な実施形態で、高速フーリエ変換機
能及び高速フーリエ逆変換機能はそれぞれ離散フーリエ変換（Ｄｉｓｃｒｅｔｅ　Ｆｏｕ
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ｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ：ＤＦＴ）機能及び離散フーリエ逆変換（Ｉｎｖｅｒｓｅ
　Ｄｉｓｃｒｅｔｅ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ：ＩＤＦＴ）によって容易に
代替可能であるということが認識される。ＤＦＴ及びＩＤＦＴ機能の場合、Ｎ個の変数の
値は任意の整数（すなわち、１、２、３、４など）である場合がある一方で、ＦＦＴ及び
ＩＦＦＴ機能の場合、Ｎ個の変数の値は２の２乗（ｐｏｗｅｒ　ｏｆ　ｔｗｏ）である任
意の整数（すなわち、１、２、４、８、１６など）である場合もあることが認識されるで
あろう。
【００２５】
　基地局１０２で、チャネル符号化及び変調ブロック２０５は情報ビットのセットを受信
し、符号化（例えば、ターボ符号化）を適用し、情報ビットを（例えば、ＱＰＳＫ、ＱＡ
Ｍ）変調して周波数ドメイン変調シンボルのシーケンスを生成する。直列／並列ブロック
２１０は直列の変調されたシンボルを並列データに変換（すなわち、逆多重化）してＮ並
列シンボルストリームを生成するが、ここでＮはＢＳ１０２及びＳＳ１１６で使用された
ＩＦＦＴ／ＦＦＴサイズである。すると、サイズＮのＩＦＦＴブロック２１５はＮ並列シ
ンボルストリームに対してＩＦＦＴ動作を行ってタイムドメイン上の出力信号を生成する
。並列／直列ブロック２２０はサイズＮのＩＦＦＴブロック２１５からのタイムドメイン
上の並列出力シンボルを変換（すなわち多重化）して直列のタイムドメイン上信号を生成
する。すると、サイクリックプレフィックス追加ブロック２２５は前記タイムドメイン上
の信号にサイクリックプレフィックスを挿入する。最後に、アップコンバータ２３０はサ
イクリックプレフィックス追加ブロック２２５の出力を無線チャネルを介して伝送するた
めのＲＦ周波数に変調（すなわちアップコンバート）する。前記信号はＲＦ周波数への変
換前に基底帯域でもフィルタリングされ得る。いくつかの実施形態で、基準信号マルチプ
レクサ２９０は符号分割多重化（ｃｏｄｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎ
ｇ：ＣＤＭ）又は時間／周波数分割多重化（ｔｉｍｅ／ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓ
ｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ：ＴＦＤＭ）を用いて前記基準信号を多重化するよう
に動作され得る。基準信号アロケータ２９５は本出願で開示された方法及びシステムに応
じてＯＦＤＭ信号から基準信号をダイナミックに割り当てるように動作され得る。
【００２６】
　送信されたＲＦ信号は無線チャネルを通過した後、ＳＳ１１６に到達し、ＢＳ１０２で
の逆動作が行われる。ダウンコンバータ２５５は受信された信号を基底帯域周波数にダウ
ンコンバートし、サイクリックプレフィックス除去ブロック２６０はサイクリックプレフ
ィックスを除去してタイムドメイン上の直列基底帯域信号を生成する。直列／並列ブロッ
ク２６５は前記タイムドメイン上の基底帯域信号をタイムドメイン上の並列信号に変換す
る。すると、サイズＮのＦＦＴブロック２７０はＦＦＴアルゴリズムを行って周波数ドメ
イン上のＮ並列信号を生成する。並列／直列ブロック２７５は前記周波数ドメイン上の並
列信号を変調されたデータシンボルのシーケンスに変換する。チャネル復号化及び復調ブ
ロック２８０は前記変調されたシンボルを復調した後、復号化して最初の入力データスト
リームを復元する。
【００２７】
　各基地局１０１～１０３は加入者端末１１１～１１６へのダウンリンクでの送信と類似
の送信経路を具現することもでき、加入者端末１１１～１１６からのアップリンクでの受
信と類似の受信経路を具現することもできる。同様に、各加入者端末１１１～１１６は基
地局１０１～１０３へのアップリンクでの送信のための構造に対応する送信経路を具現す
ることもでき、基地局１０１～１０３からのダウンリンクでの受信のための構造に対応す
る受信経路を具現することもできる。
【００２８】
　ＯＦＤＭシステムで全体帯域幅はサブキャリアと呼ばれる狭帯域周波数ユニットに分か
れる。サブキャリアの数は前記システムで使用されたＦＦＴ／ＩＦＦＴサイズＮと同じで
ある。一般に、周波数スペクトルのエッジでのいくつかのサブキャリアはガード（ｇｕａ
ｒｄ）サブキャリアとして留保されるためデータのために使用されたサブキャリアの数は
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Ｎより小さい。
【００２９】
　リソースブロック（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｂｌｏｃｋ）の各ダウンリンク（ＤＬ）スロッ
トで送信された信号は

　
　サブキャリアと

　
　ＯＦＤＭシンボルのリソースグリッド（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｇｒｉｄ）によって記述さ
れる。

　
　量（ｑｕａｎｔｉｔｙ）はセルに構成されたダウンリンク伝送帯域幅に依存し、

　
　を満たすが 、ここで、

　
　と

　
　はそれぞれ支援される最小ダウンリンク帯域幅及び最大ダウンリンク帯域幅である。い
くつかの実施形態で、サブキャリアは変調できる最も小さい要素と見なされる。
【００３０】
　マルチアンテナ伝送の場合、アンテナポートあたり定義された１つのリソースグリッド
がある。
【００３１】
　アンテナポートＰに対するリソースグリッドで各要素はリソース要素（ｒｅｓｏｕｒｃ
ｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ：ＲＥ）と呼ばれ、スロットでのインデックス対（ｋ，ｌ）によって
一意に区別されるが、ここで、

　
　と

　
　はそれぞれ周波数ドメイン及びタイムドメインでのインデックスである。アンテナポー
トＰ上のリソース要素（ｋ，ｌ）は複素値

　
　に対応する。混雑の危険がないか又は特定のアンテナポートが明示されていない場合、
インデックスＰは省略（ｄｒｏｐ）され得る。
【００３２】
　ＬＴＥで、基準信号（ＲＳｓ）は２つの目的に使用される。先ず、ＵＥは ＤＬ　ＲＳ
を利用して、チャネル品質情報（ｃｈａｎｎｅｌ　ｑｕａｌｉｔｙ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ：ＣＱＩ）、ランク情報（ｒａｎｋ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ：ＲＩ）及びプリコー
ダマトリックス情報（ｐｒｅｃｏｄｅｒ　ｍａｔｒｉｘ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ：ＰＭ
Ｉ）を測定する。次に、各ＵＥはＤＬ　ＲＳを利用して、単独に意図されたＤＬ伝送信号
を復調する。追加的に、ＤＬ　ＲＳは３個のカテゴリーに分かれる：セル特定（ｃｅｌｌ
－ｓｐｅｃｉｆｉｃ）ＲＳ、シングルの周波数ネットワークを介したマルチメディアブロ
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ードキャスト（ｍｕｌｔｉ－ｍｅｄｉａ　ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｏｖｅｒ　ａ　ｓｉｎｇ
ｌｅ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｎｅｔｗｏｒｋ：ＭＢＳＦＮ）ＲＳ、及びＵＥ特定ＲＳ又は
専用のＲＳ（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ＲＳｓ：ＤＲＳｓ）。
【００３３】
　セル特定基準信号（又は共通基準信号：ＣＲＳｓ）は非ＭＢＳＦＮ（ｎｏｎ－ＭＢＳＦ
Ｎ）伝送を支援するセルでの全てのダウンリンクサブフレームで送信される。もしサブフ
レームがＭＢＳＦＮの伝送に使用される場合、サブフレームで最初の僅かの（０、１、又
は２）ＯＦＤＭシンボルのみがセル特定参照シンボルの伝送に使用される。表記（ｎｏｔ
ａｔｉｏｎ）

　
　がアンテナポートＰでの基準信号の伝送に使用されたリソース要素を定義するために使
用される。
【００３４】
　ＵＥ特定基準信号（又は専用（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ）ＲＳ：ＤＲＳ）は物理ダウンリン
ク共有チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ
：ＰＤＳＣＨ）上で単一のアンテナポート伝送のために支援されアンテナポート５上で送
信される。前記ＵＥ特定基準信号が存在しＰＤＳＣＨ復調のための有効な位相基準である
かについて、前記ＵＥはさらに高い階層によって通知される。ＵＥ特定基準信号は対応す
るＰＤＳＣＨがマッピングされたリソースブロックのみで送信される。
【００３５】
　ＬＴＥシステムでタイムリソースは１０ｍｓｅｃフレームに分割され、各フレームは各
１ｍｓｅｃ区間を有する１０サブフレームにさらに分割される。サブフレームは２つの時
間スロットに分かれるが、各スロットは０．５ｍｓｅｃの期間を有する（ｓｐａｎ）。サ
ブフレームは周波数ドメインで多重リソースブロック（ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｒｅｓｏｕｒ
ｃｅ　ｂｌｏｃｋｓ：ＲＢｓ）に分割されるが、ここでＲＢは１２個のサブキャリアで構
成される。
【００３６】
　図４は、本発明の実施形態による複数の移動端末４０２、４０４、４０６及び４０８と
通信する基地局４２０のダイヤグラム４００である。
【００３７】
　図４に示すように、基地局４２０はマルチアンテナビームの使用によって複数の移動端
末と同時に通信するが、各アンテナビームは同じ時間及び同じ周波数でそれによって意図
された移動端末に向けて形成される。基地局４２０及び移動端末４０２、４０４、４０６
、及び４０８は電波信号（ｒａｄｉｏ　ｗａｖｅ　ｓｉｇｎａｌｓ）の伝送及び受信のた
めにマルチアンテナを採用する。前記電波信号は直交周波数分割多重信号である場合があ
る。
【００３８】
　この実施形態で、基地局４２０は複数の送信機を介して各移動端末へのビームフォーミ
ングを同時に行う。例えば、基地局４２０はビームフォーミングされた信号４１０を介し
て移動端末４０２にデータを送信し、ビームフォーミングされた信号４１２を介して移動
端末４０４にデータを送信し、ビームフォーミングされた信号４１４を介して移動端末４
０６にデータを送信し、ビームフォーミングされた信号４１６を介して移動端末４０８に
データを送信する。本発明のいくつかの実施形態で、基地局４２０は移動端末４０２、４
０４、４０６、及び４０８へ同時にビームフォーミングを行うことができる。いくつかの
実施形態で、各ビームフォーミングされた信号は同じ時間及び同じ周波数でその意図され
た移動端末に向けて形成される。明確性の目的のために、基地局から移動端末への通信は
ダウンリンク通信として言及されることもでき、移動端末から基地局への通信はアップリ
ンク通信として言及されることもできる。
【００３９】
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　基地局４２０及び移動端末４０２、４０４、４０６、及び４０８は無線信号（ｗｉｒｅ
ｌｅｓｓ　ｓｉｇｎａｌｓ）を送信及び受信するためのマルチアンテナを採用する。前記
無線信号が電波信号である場合もあり、前記無線信号は直交周波数分割多重の伝送方式を
含み当該分野の熟練者に周知の任意の伝送方式を使用することができるという事実が理解
されるであろう。
【００４０】
　移動端末４０２、４０４、４０６、及び４０８は無線信号を受信することができるいか
なる装置であることもできる。移動端末４０２、４０４、４０６、及び４０８の例はビー
ムフォーミングされた伝送信号を受信することができる個人情報端末（ＰＤＡ）、ラップ
トップ、移動電話、携帯装置、又はその他の装置を含むが、これに限定されるものではな
い。
【００４１】
　無線通信チャネルの処理容量（ｃａｐａｃｉｔｙ）及び信頼性（ｒｅｌｉａｂｉｌｉｔ
ｙ）を向上させるために基地局とシングルの移動端末で多重送信アンテナ及び多重受信ア
ンテナを使用することはシングルユーザ多入力多出力（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｕｓｅｒ　Ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ：ＳＵ－ＭＩＭＯ）システム
として知られている。ＭＩＭＯシステムはＫ分の処理容量での線形的な増加を示すが、こ
こで、Ｋは送信アンテナの数Ｍ及び受信アンテナの数Ｎの最小値である（すなわち、Ｋ=
ｍｉｎ（Ｍ，Ｎ））。ＭＩＭＯシステムは空間多重化、送信／受信ビームフォーミング、
又は送信／受信ダイバーシティの方式で具現され得る。
【００４２】
　ＳＵ－ＭＩＭＯの具現として、マルチユーザ（ｍｕｌｔｉ－ｕｓｅｒ）ＭＩＭＯ（ＭＵ
－ＭＩＭＯ）は無線通信チャネルの処理容量及び信頼性を向上させるために空間分割多重
接続（Ｓｐａｔｉａｌ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ：ＤＭＡ）
のようなマルチユーザビームフォーミング方式の使用によって多重送信アンテナを有する
基地局が多数の移動端末と同時に通信できる通信シナリオである。
【００４３】
　図５は、本発明の実施形態によるＳＤＭＡ方式を示す図である。
【００４４】
　図５に示すように、基地局４２０は８個の送信アンテナが用意される一方、移動端末４
０２、４０４、４０６、及び４０８はそれぞれ２つのアンテナが用意されている。この例
で、基地局４２０は８個の送信アンテナを具備する。各送信アンテナはビームフォーミン
グされた信号４１０、５０２、５０４、４１２、４１４、５０６、４１６、及び５０８の
うち１つを送信する。この例で、移動端末４０２はビームフォーミングされた伝送信号４
１０及び５０２を受信し、移動端末４０４はビームフォーミングされた伝送信号５０４及
び４１２を受信し、移動端末４０６はビームフォーミングされた伝送信号５０６及び４１
４を受信し、移動端末４０８はビームフォーミングされた伝送信号５０８及び４１６を受
信する。
【００４５】
　基地局４２０は８個の送信アンテナビーム（各アンテナビームはデータストリーム中の
１つのストリーム）を持つため、ビームフォーミングされたデータの８個ストリームが基
地局４２０で形成され得る。この例で、各移動端末は最大２つのストリーム（ビーム）の
データを受信することができる。もし各移動端末４０２、４０４、４０６、及び４０８が
同時マルチストリームの代わりにシングルストリーム（ビーム）のデータのみを受信する
ものに制限される場合、これはマルチユーザビームフォーミング（ｍｕｌｔｉ－ｕｓｅｒ
　ｂｅａｍｆｏｒｍｉｎｇ）（すなわち、ＭＵ－ＢＦ）である。
【００４６】
　図６は、本発明の実施形態による物理アップリンク共有チャネルの伝送チェーン６００
を示す図である。
【００４７】
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　図６は、Ｎｔ送信アンテナＵＥ上でのＮ階層伝送を示す。図６はＮ離散フーリエ変換プ
レコーディングユニット６０１－１乃至６０１－Ｎの出力を、高速フーリエ逆変換ユニッ
ト６０３－１乃至６０３－Ｎでの連続的なサブキャリアのセットへのマッピングする様子
を示す。
【００４８】
　ＰＵＳＣＨ伝送チェーン６００の主な構成要素のうち１つはデータ／制御多重化ユニッ
ト６０５に具現されたデータ／制御多重化機能であるが、これは３ＧＰＰ　ＴＳ３６．２
１２ ｖ ８．５．０，「Ｅ－ＵＴＲＡ，Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　ａｎｄ　Ｃｈａｎｎ
ｅｌ　Ｃｏｄｉｎｇ」、Ｄｅｃ．２００８に完全に明示されており、ここで詳しく提示す
るように本出願に参照として含まれる。
【００４９】
　階層マッピングがＤＦＴプレコーディング前に行われ、データ及び制御情報は適切に多
重化及びインターリーブされる。送信プレコーディングはＤＦＴプレコーディングユニッ
ト６０１－１乃至６０１－ＮとＩＦＦＴユニット６０３の間で行われ、各サブキャリアを
基準に、ＤＦＴプレコーディングユニット６０１－１乃至６０１－Ｎの出力でのＮディメ
ンション（ｄｉｍｅｎｓｉｏｎ）の信号はＩＦＦＴユニット６０３－１乃至６０３－Ｎの
入力としてのＮｔディメンションＩ信号に変換される。ＩＦＦＴユニット６０３－１乃至
６０３－Ｎの入力でのサブキャリアマッピングはサブキャリアの非隣接セグメント（ｎｏ
ｎ－ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ　ｓｅｇｍｅｎｔｓ）を含むことができる。
【００５０】
　本発明の実施形態で、全てのアップリンク制御情報（ＣＱＩ、ＲＩ及びＡ／Ｎビット）
はアップリンク制御情報を伝達するために特定階層を選択する以下の方式に従って階層の
うち１つのみで行われる。伝送階層の全体数はＮで表示される。
【００５１】
　もし、Ｎ階層によって使用された変調及び符号化方式（ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａｎｄ
　ｃｏｄｉｎｇ　ｓｃｈｅｍｅ：ＭＣＳ）が互いに異なる場合、最大ＭＣＳ値を有する階
層がＣＱＩ、ＲＩ及びＡ／Ｎのようなアップリンク制御情報を伝達するために選択される
。ＭＣＳ値はＵＬスケジュール割り当て許可（ｓｃｈｅｄｕｌｅ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ
　ｇｒａｎｔ）（ｅＮｏｄｅＢからＵＥに送信された）を介して典型的に伝達され、した
がって、データ及び制御伝送時間にＵＥでは知ることができる。制御領域サイズはリソー
ス要素の数で定義される。
【００５２】
　もし、Ｎ階層によって使用されたＭＣＳが同じ場合、第１階層がＣＱＩ、ＲＩ及びＡ／
Ｎのようなアップリンク制御情報を伝達するために選択される。この実施形態が階層混合
（ｌａｙｅｒ　ｍｉｘｉｎｇ）／階層置換（ｌａｙｅｒ　ｐｅｒｍｕｔａｔｉｏｎ）のよ
うな技法が同じチャネル品質とそれに応じて全ての階層で同じＭＣＳ値を保証するために
使用される状況に適切であり得る。
【００５３】
　また、階層の選択はＤＣＩフォーマット０又はいくつかの他のアップリンク許可ＤＣＩ
フォーマットを使用して、追加的な制御フィールドとしてのアップリンクスケジューリン
グ許可を介して明示的に信号伝送されることができる。
【００５４】
　さらに、３個の制御領域（ＣＱＩ、ＲＩ、Ａ／Ｎ）のサイズは対応するＵＣＩアップリ
ンク制御情報（ＵＣＩ）サイズと、前記制御領域が送信される階層に関連したＭＣＳ値、
そして上位階層シグナリングされたオフセット（ｈｉｇｈｅｒ　ｌａｙｅｒ　ｓｉｇｎａ
ｌｅｄ　ｏｆｆｓｅｔ）の関数として決定される。制御領域サイズの正確な計算は３ＧＰ
Ｐ　ＬＴＥ標準３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１２　ｖ　８．５．０．「Ｅ－ＵＴＲＡ，Ｍｕ
ｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　ａｎｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｃｏｄｉｎｇ」，Ｄｅｃ．２００８に
既に明示されているものと類似であるが、これはここで詳しく提示するように本出願に参
照として含まれる。
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　例えば、もし単一のＣＷ解決策が階層置換／混合を有するＵＬ　ＭＩＭＯで使用される
場合、全ての階層を同じＭＣＳを備え、次に３ＧＰＰ　ＬＴＥ標準３ＧＰＰ　ＴＳ　３６
．２１２　ｖ　８．５．０，「Ｅ－ＵＴＲＡ，Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　ａｎｄ　Ｃｈ
ａｎｎｅｌ　Ｃｏｄｉｎｇ」，Ｄｅｃ．２００８のｓｅｃｔｉｏｎ　５．２．２．６での
ＨＡＲＱ及びＲＩビットに対する制御領域の式は下記の式１に示すように修正され得る。
【００５６】
【数１】

【００５７】
　分子で複数の階層を定義するファクタ「Ｎ」が含まれることに留意するべきである。分
母で合計は全ての階層で全ての符号ブロック（ｃｏｄｅ　ｂｌｏｃｋｓ：ＣＢｓ）を完了
させるであろう（ｗｉｌｌ　ｂｅ　ｏｖｅｒ）。Ｃ（ｎ）は階層ｎでＣＢの数を定義し、

　
　は階層ｎでｒ番目のＣＢのサイズを定義する。同様にＣＱＩビットに対する制御領域の
式が下記の式２に示されている。
【００５８】
【数２】

【００５９】
　他の実施形態で、もし階層でＭＣＳが互いに異なりｐ番目の階層がＵＣＩが伝送される
階層に選択される場合、上記式１及び２はそれぞれ下記の式３及び４のように修正され得
る。
【００６０】
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【数３】

【００６１】
　ＲＩ及びＡ／Ｎビットに対して、そして、
【００６２】
【数４】

【００６３】
　ＣＱＩビットに対して。
　本発明のいくつかの実施形態で、アップリンク制御情報はアップリンク上で送信される
ＭＩＭＯアップリンクサブフレームでのＮ個階層のサブセットにマッピング／割り当てら
れる。サブセットのサイズＮｓは全体階層の数より小さいか同じ場合があるが、全体階層
の数はＮによって定義される。
【００６４】
　もし、サブセットサイズＮｓがＮより小さい場合、すなわちＮｓ＜Ｎであれば、アップ
リンク制御伝送のために使用された階層は次のような方法のうち１つによって基地局で知
ることができる。
【００６５】
　例えば、アップリンク制御情報のために使用された階層のサブセットはＤＣＩフォーマ
ット０又はいくつかの他のアップリンク許可ＤＣＩフォーマットを使用する追加的な制御
フィールドとしてアップリンクスケジューリングを介して明示的に信号伝送されることが
できる。
【００６６】
　他の例として、階層のサブセットは（１）コードワードの数；（２）階層マッピング構
造に対するコードワード；及び（３）最大ＭＣＳ値を使用するコードワードに応じてＵＥ
によって暗黙的に導出され得る。例えば、もしＮ=４で階層１、２がコードワード１の伝
送に使用される一方、階層３、４がコードワード２の伝送に使用され、そして、コードワ
ード１によって使用されたＭＣＳがコードワード２によって使用されたＭＣＳより良好で
あれば、ＵＥはさらに良好なＭＣＳを有する階層に該当する階層１＆２上でＵＬ制御情報
を送信することに決定できる。
【００６７】
　特定の実施形態で、アップリンク制御領域の決定は次のような規則のうち１つに従う。
制御情報を含む階層のサブセットはアクティブ階層として定義されるということに留意す
るべきである。
【００６８】
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　ケース１。もしＵＬ制御伝送のために使用されたアクティブ階層が同じＭＣＳを持つ場
合、アクティブ階層を通過する各制御領域（ＣＱＩ、ＲＩ、Ａ／Ｎ）の全体サイズは対応
するＵＣＩサイズ及びこの単一のＭＣＳ値の関数として決定され、そして制御情報はアク
ティブ階層を介して均一に分配されるが、ここで各階層は全体制御領域サイズの略１／Ｎ
ｓを有する。階層混合／階層置換のような技法が同じチャネル品質を保証し、それにより
全ての階層で同じＭＣＳ値を持つように保証するために使用される状況で実施形態は適切
でありえる。
【００６９】
　ケース２。もしアクティブ階層がそれらの伝送において互いに異なるＭＣＳを持つ場合
、２つの代案が適用される。
【００７０】
　ケース２ａ。各アクティブ階層に対して、階層あたりの制御領域サイズはＵＣＩサイズ
及び特定階層でのＭＣＳに応じて決定される。制御領域の全体サイズはアクティブ階層上
の階層あたりの制御領域サイズの合計である。制御情報は階層あたりの制御領域サイズに
応じてアクティブ階層に分配される。
【００７１】
　ケース２ａの場合、全般的な制御領域サイズを決定する１つの例は下記の式５及び６に
それぞれ示したように式１及び２を修正することによって与えられることができる。
【００７２】
【数５】

【００７３】
　Ｎ=１、…Ｎｓである場合、
　ここで、

　
　はｎ番目のアクティブ階層でＲＩ及びＡ／Ｎシンボルの数である。
【００７４】

【数６】

【００７５】
　ここで、
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　はｎ番目のアクティブ階層でＣＱＩシンボルの数で、

　
　はこのアクティブ階層に割り当てられたＲＩシンボルの数である。
【００７６】
　ケース２ｂ。全体制御領域のサイズは全てのアクティブ階層上のＵＣＩサイズ及びＭＣ
Ｓの関数として共に決定され、制御情報は全てのアクティブ階層を介して均一に分配され
るが、ここで各階層は全体制御領域サイズの略１／Ｎｓを有する。
【００７７】
　ケース１及びケース２ｂの場合、全般的な制御領域サイズを決定する１つの例は下記の
式７及び８にそれぞれ示したように式１及び２を修正することによって与えられることが
できる。
【００７８】
【数７】

【００７９】
　ＲＩ及びＡ／Ｎビットに対して。分母の最初の合算は全てのアクティブ階層上で合算さ
れる。
【００８０】
【数８】

【００８１】
　ＣＱＩビットに対して。
さらに、ＵＣＩシンボルは全てのアクティブ階層を介して均一に分配されるものとして保
証され得る。

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　で、全体ＵＣＩシンボルの数として

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　 を使用すると仮定しよう。全ての

　　　　　　　　　　　　　　　　
ヌルフィルシンボル（ｎｕｌｌ　ｆｉｌｌｅｒ　ｓｙｍｂｏｌｓ）が伝送率整合の正確度
を保証するために追加される。
【００８２】
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　本発明はＭＩＭＯ方式がアップリンク通信で使われる時のデータと、ＣＱＩ（チャネル
品質情報）、ＲＩ（ランク情報）、Ａ／Ｎ（Ａｃｋ／Ｎａｃｋ情報）のような制御情報と
、を同時に送信するためのシステム及び方法を記述する。本発明のシステム及び方法は、
ＬＴＥアドバンストのようなシステムでキャリアアグリゲーション（ｃａｒｒｉｅｒ　ａ
ｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）の場合、シングルコンポーネントキャリア又はマルチコンポーネ
ントキャリアのために生成されたアップリンク制御情報に適用されることもできる。本発
明で、アップリンク制御情報は３つの類型が一般にＵＣＩとして定義される。
【００８３】
　本発明の実施形態で、アップリンク制御情報又はＵＣＩはアップリンク上で送信される
ＭＩＭＯアップリンクサブフレームでのＮ階層のサブセット上にマッピング又は割り当て
られる。この階層のサブセットは（１）コードワード（ＣＷｓ）の数；（２）階層マッピ
ング構造に対するコードワード；及び（３）最大変調及び符号化方式（ＭＣＳ）値を使用
するコードワードに応じてＵＥにより暗黙的に導出され得る。例えば、もしＮ＝４で階層
１、２がコードワード１の伝送に使用される一方で、階層３、４がコードワード２の伝送
に使用され、さらにコードワード１によって使用されたＭＣＳがコードワード２によって
使用されたＭＣＳより良好な場合、ＵＥはさらに良好なＭＣＳを有する階層に該当する階
層１及び２上でＵＣＩを送信することに決定する。
【００８４】
　したがって、１つのＣＷ伝送の場合、ＵＣＩはそのＣＷの階層にマッピングされる。Ｕ
Ｌ許可によって指示された互いに異なるＭＣＳ値をもって２つのＣＷを伝送する場合、Ｕ
ＣＩは最大のＭＣＳ値を有するＣＷの階層にマッピングされる。
【００８５】
　さらに他の実施形態で、同じＭＣＳ値を有する２つのコードワードの場合、次のような
アプローチが提案される。
【００８６】
　－第１のアプローチで、ＵＥは常にＵＣＩをＣＷ０（コードワード０又は第１コードワ
ード）の階層にマッピングする。ＣＷ０は階層マッピングテーブル及び伝送ランクに対す
るＣＷに応じて階層０又は階層０にマッピングされる。
【００８７】
　－第２のアプローチで、ＵＥは常にＵＣＩをＣＷ１（コードワード１又は第２コードワ
ード）の階層にマッピングする。
【００８８】
　―第３のアプローチで、ＵＥはランク３（３階層）伝送の場合、ＵＣＩをＣＷ１の階層
にマッピングし、他のランク伝送の場合、ＵＣＩをＣＷ０の階層にマッピングする。ラン
ク３に対して特別な処理を行う理由はランク３で、ＣＷ０は階層０にマッピングされ、Ｃ
Ｗ１は階層１及び２にマッピングされるからである。ＵＣＩ伝送により多いリソースを提
供するため、ＵＣＩを２階層伝送を有するＣＷの階層にマッピングすることが好ましい場
合もある。
【００８９】
　本発明のいくつかの実施形態で、ＵＣＩのいくつかの類型はアップリンクで送信される
ＭＩＭＯアップリンクサブフレームでのＮ階層のサブセットにマッピングされる一方、他
の類型のＵＣＩは全てのＮ階層にマッピングされる。
【００９０】
　ｅＮｏｄｅＢでより信頼性のある受信を必要とするＵＣＩの類型は全てのＮ階層にマッ
ピングされる。
【００９１】
　任意類型のＵＣＩを運搬するＮ階層のサブセットのいくつかの例は次のとおりである：
　－ＣＷ０で全ての階層；
　－ＣＷ１で全ての階層；
　－より大きいＭＣＳを有するＣＷで全ての階層；
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　－より大きいＭＣＳを有するＣＷで最も小さい番号を有する階層；
【００９２】
　図７は、本発明の実施形態に応じてアップリンク制御情報を２つのコードワードの複数
の階層にマッピング７００する様子を示す図である。
【００９３】
　いくつかの実施形態で、肯定／否定情報及びランク指示（ＲＩ）情報は２つのコードワ
ードに対応する全てのＮ階層にマッピングされる一方、チャネル品質情報はコードワード
のうち１つに対応するＮ階層のサブセットのみにマッピングされる。例えば、図７に示す
ように、階層１及び２は第１コードワードに対応し、階層３及び４は第２コードワードに
対応する。ＣＱＩは第１コードワードに対応する階層１及び２にマッピングされる一方、
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報及びＲＩ情報は４階層アップリンク伝送で２つのコードワードに対
応する全ての４階層にマッピングされる。特定の実施形態で、ＣＱＩはより大きいＭＣＳ
を有するＣＷで最も小さい数字を有する階層にマッピングされる。
【００９４】
　他の実施形態で、ＲＩはコードワードの全てのＮ階層にマッピングされる一方、ＡＣＫ
／ＮＡＣＫ及びＣＱＩはコードワードのＮ階層のサブセットにマッピングされる。
【００９５】
　さらに他の実施形態で、ＡＣＫ／ＮＡＣＫはコードワードの全てのＮ階層にマッピング
される一方、ＲＩ及びＣＱＩはコードワードのＮ階層のサブセットにマッピングされる。
【００９６】
　図８は、本発明の実施形態による基地局の動作方法８００を示す図である。
【００９７】
　図８に示すように、方法８００は第１コードワードの伝送のための第１変調及び符号化
方式値と第２コードワードの伝送のための第２ＭＣＳ値を指示するアップリンク許可を加
入者端末に送信する過程（ブロック８０１）を含む。また、方法８００は多入力多出力ア
ップリンクサブフレームを加入者端末から受信する過程（ブロック８０３）を含む。前記
ＭＩＭＯアップリンクサブフレームは第１コードワードの伝送のために用いられた第１階
層のサブセットと前記第２コードワードの伝送のために使用された第２階層のサブセット
を具備する。肯定／否定情報とランク指示情報は前記第１階層のサブセット及び前記第２
階層のサブセットにマッピングされる。チャネル品質情報は前記第１階層のサブセット又
は前記第２階層のサブセットのみにマッピングされる。いくつかの実施形態で、前記第１
ＭＣＳ値が前記第２ＭＣＳ値と互いに異なる場合、前記ＣＱＩはより大きいＭＣＳ値を有
する前記階層のサブセットにマッピングされる。他の実施形態で、前記第１ＭＣＳ値が前
記第２ＭＣＳ値と同じ場合、前記ＣＱＩは前記第１コードワードの伝送のために使用され
た前記第１階層のサブセットにマッピングされる。
【００９８】
　図９は、本発明の実施形態による加入者端末の動作方法９００を示す図である。
【００９９】
　図９に示すように、方法９００は第１コードワードの伝送のための第１変調及び符号化
方式値と第２コードワードの伝送のための第２ＭＣＳ値を指示するアップリンク許可を基
地局から受信する過程（ブロック９０１）を含む。また、方法９００は前記第１コードワ
ードの伝送のために使用された第１階層のサブセットと前記第２コードワードの伝送のた
めに使用された第２階層のサブセットを具備する多入力多出力アップリンクサブフレーム
を生成する過程（ブロック９０３）を含む。また、方法９００は肯定／否定情報とランク
指示情報を前記第１階層のサブセット及び前記第２階層のサブセットにマッピングする過
程（ブロック９０５）と、チャネル品質情報を前記第１階層のサブセット又は前記第２階
層のサブセットのみにマッピングする過程（ブロック９０７）と、を含む。また、方法９
００は前記ＭＩＭＯアップリンクサブフレームを前記基地局に送信する過程（ブロック９
０９）を含む。いくつかの実施形態で、前記第１ＭＣＳ値が前記第２ＭＣＳ値と互いに異
なる場合、前記ＣＱＩはより大きいＭＣＳ値を有する前記階層のサブセットにマッピング
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される。他の実施形態で、前記第１ＭＣＳ値が前記第２ＭＣＳ値と同じ場合、前記ＣＱＩ
は前記第１コードワードの伝送のために使用された前記第１階層のサブセットにマッピン
グされる。
【０１００】
　本発明は好ましい実施形態について述べられたが、様々な変更及び修正が当該分野の熟
練者に提案されることもできる。本発明は添付される特許請求の範囲内でのそのような変
更及び修正を含むことを意図する。
【符号の説明】
【０１０１】
１００　無線ネットワーク
１０１、１０２、１０３　基地局
１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６　加入者端末
１２０、１２５　カバレッジ領域
１３０　インターネット

【図１】 【図２】
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